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狂言「無言行」考──悟りと笑い
五
狂
言
「
無
言
行
」
考
─
─
悟
り
と
笑
い
大　
谷　
節　
子
一
　
か
つ
て
「
無
言
行
」
と
い
う
名
の
狂
言
が
あ
っ
た
。
和
泉
流
、
大
蔵
流
の
二
流
に
台
本
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
演
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
宝
暦
名
女
川
本
『
萬
聞
書
』
所
収
「
惣
狂
言
目
録
」
に
は
「
無
言
行
」
の
名
が
記
さ
れ
、
同
書
所
収
「
鷺
大
倉
京
流
名
替
」
に
は
「
酒
好
坊
」
の
別
名
と
し
て
「
四
国
坊
」
と
共
に
「
無
言
行
」
の
名
が
見
え
る
が
、
同
書
に
本
文
は
収
載
さ
れ
ず
、
鷺
流
伝
右
衛
門
派
の
台
本
で
あ
る
実
践
女
子
大
学
常
磐
松
文
庫
本
が
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
。
小
稿
で
は
こ
の
埋
も
れ
た
狂
言
「
無
言
行
」
を
取
り
上
げ
る
。
　
先
ず
は
常
磐
松
文
庫
本
に
拠
っ
て
粗
筋
を
辿
る
。
登
場
人
物
は
四
人
の
僧
で
あ
る
。
こ
の
四
人
は
無
言
の
行
を
執
り
行
う
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
が
、
一
人
の
僧
、
讃
岐
坊
が
「
物
の
言
い
た
い
を
堪
忍
す
る
こ
と
が
な
ら
ぬ
」
と
、
無
言
行
を
辞
退
す
る
。
讃
岐
坊
①
②
六
は
他
の
三
人
の
僧
に
も
中
止
を
提
案
し
、「
酒
で
も
飲
ふ
で
浮
世
に
輪
廻
せ
ぬ
が
仏
」
と
説
く
が
、
三
人
は
讃
岐
坊
の
誘
い
を
五
戒
の
一
つ
で
あ
る
飲
酒
戒
を
破
戒
す
る
行
為
だ
と
批
難
し
、
無
言
行
を
始
め
る
。
や
む
な
く
讃
岐
坊
は
行
の
間
の
湯
茶
の
給
仕
を
申
し
出
る
が
、
三
人
の
精
進
に
よ
っ
て
酒
の
相
手
が
い
な
く
な
る
の
は
困
る
た
め
、
三
人
僧
の
前
で
酒
宴
を
始
め
、「
物
言
わ
ず
と
酒
を
一
つ
参
る
ま
い
か
」
と
盃
を
近
付
け
る
。
三
人
の
僧
は
誘
惑
に
抗
し
切
れ
ず
酒
を
欲
し
が
り
、
つ
い
に
は
そ
の
内
の
一
人
が
「
ア
ヽ
呑
た
い
」
と
声
を
上
げ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
無
言
行
は
未
遂
に
終
わ
り
、
四
人
は
一
同
に
手
を
打
っ
て
笑
う
。
　
次
に
、
常
盤
松
文
庫
本
「
無
言
行
」
の
全
文
を
、
私
に
四
場
面
に
分
け
て
掲
出
す
る
。
な
お
、
原
本
に
は
役
名
が
必
ず
し
も
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
私
に
丸
括
弧
内
に
役
名
を
表
記
し
、
適
宜
〽
点
、
濁
点
、
句
読
点
を
付
し
た
。
私
に
補
っ
た
文
字
も
丸
括
弧
に
入
れ
た
。
な
お
、
ト
書
き
に
あ
た
る
も
の
は
小
文
字
と
し
た
。
Ⅰシテ
（
讃
岐
坊
）
〽
愚
僧
は
讃サヌ
キ岐
坊
と
申
、
無
言
の
行
を
お
こ
な
ふ
出
家
で
御
座
る
。
某
斗
で
も
御
座
ら
ぬ
、
今
二
三
人
此
行
を
お
こ
な
ふ
僧
が
御
座
る
。
少
某
存
寄
が
御
座
る
程
に
、
外
の
衆
を
呼
出
し
申
さ
ふ
。
Ⅱ（讃
岐
坊
）
〽
皆
の
衆
御
座
る
か
。
常
の
通
り
。
扨
か
た
〴
〵
を
呼
は
別
の
事
で
も
な
い
。
内
々
被
仰
た
無
言
の
行
を
今
日
よ
り
な
さ
れ
う
と
あ
る
。
某
も
其
内
に
成
ま
せ
う
と
申
か
わ
い
た
れ
ど
も
、
能
々
合
点
致
て
見
升
れ
ば
、
左
様
に
物
の
い
ゝ
た
い
を
某
は
堪
忍
す
る
事
が
成
ま
せ
ぬ
程
に
、
方
々
は
兎
も
角
も
、
愚
僧
は
ゆ
る
い
て
被
下
い
。
惣
じ
て
無
言
の
行
は
末
と
げ
ぬ
と
申
程
狂言「無言行」考──悟りと笑い
七
に
、
某
の
申
に
ま
か
せ
て
此
行
を
や
め
、
何
分
な
し
に
悪
心
を
起
さ
ず
出
家
を
堅
固
に
め
さ
り
や
る
ま
い
か
。
ア
ド
〽
扨
々
こ
な
た
は
聞
へ
ぬ
。
日
頃
四
人
心
を
合
せ
て
後
の
世
も
ひ
と
つ
蓮ハチスと
申
か
わ
し
た
に
、
其
様
な
事
が
有
も
の
か
。
ど
ふ
有
て
も
無
言
の
行
を
致
さ
ね
ば
成
ぬ
。
（
讃
岐
坊
）
〽
い
や
其
方
タ
衆
は
聞
分
ケ
の
な
い
人
じ
や
。
し
ん
じ
つ
無
言
の
行
は
じ
ゆ
つ
な
い
で
は
な
い
か
。
其
苦
労
な
事
を
し
て
難
義
を
し
よ
ふ
よ
り
、
酒
で
も
の
ふ
で
浮
世
に
り
ん
ゑ
せ
ぬ
が
仏
じ
や
。
去
と
て
は
よ
し
に
さ
し
ま
せ
。
（
ア
ド
）
〽
夫
々
ふ
と
ゞ
き
な
、
酒
を
の
め
。
（
讃
岐
坊
）
〽
中
々
（
ア
ド
）
〽
中
に
も
五
戒
の
一
お
ん
じ
ゆ
戒
は
、
仏
も
深
く
い
ま
し
め
給
ふ
事
、
兎
角
何
と
思
召
ぞ
。
此
人
に
言
葉
を
か
わ
す
は
無
益
（
に
）
御
座
る
。
此
方
は
か
の
行
を
始
ま
せ
う
。
シ
テ
（
讃
岐
坊
）
〽
扨
は
某
の
す
ゝ
め
を
不
聞
、
今
の
行
を
致
ん
と
や
。
（
ア
ド
）
〽
中
々
（
讃
岐
坊
）
〽
扨
々
頼
も
敷
事
じ
や
。
思
ひ
立
た
事
を
無
に
せ
ぬ
は
御
出
家
の
行
法
じ
や
。
某
は
そ
な
た
衆
の
行
の
間
ダ
湯
茶
の
給
仕
成
と
し
て
お
ま
せ
う
。
（
ア
ド
）
〽
夫
成
頼
む
ぞ
。
（
讃
岐
坊
）
〽
心
得
た
。
ト
、
ア
ド
ハ
大
小
ノ
前
ニ
腰
か
け
、
三
人
共
無
言
の
行
。
Ⅲ
八
シ
テ
橋
が
ゝ
り
へ
行
。
（
讃
岐
坊
）
〽
扨
も
心
づ
よ
く
無
言
の
行
を
す
る
事
か
な
。
此
三
人
は
日
頃
心
安
く
す
る
に
、
余
り
仏
の
道
へ
思
ひ
入
た
ら
ば
、
某
の
酒
の
相
手
が
有
ま
い
。
何
と
ぞ
な
ぶ
り
落
し
た
い
も
の
じ
や
が
。
思
ひ
出
し
た
。
ト
云
、
後
見
座
へ
行
、
茶
碗
持
テ
出
、
三
人
へ
（
讃
岐
坊
）
〽
茶
を
参
れ
。
三
人
と
も
順
々
に
か
ぶ
り
ふ
る
。
の
ど
が
か
わ
か
ふ
が
な
ど
ゝ
い
ふ
。
い
や
か
、
夫
成
ば
よ
し
。
又
、
後
見
座
へ
行
。
盃
又
扇
ヒ
ロ
ゲ
て
も 
の
ふ
〳
〵
皆
の
衆
は
物
い
わ
ず
と
酒
を
一
ト
ツ
参
る
ま
い
か
。
是
も
い
や
じ
や
。
夜
寒
な
が
の
。
夫
成
ば
そ
れ
が
し
は
無
言
他
言
も
な
し
に
ひ
と
り
此
酒
を
呑
じ
や
ま
で
。
ト
、
爰
に
て
三
人
の
前
に
居
、
三
人
を
後
に
置
て
小
謡
な
ど
う
た
ひ
、
し
ば
ら
く
酒
呑
。
後
ろ
の
三
人
、
口
明
足
ず
り
な
ど
し
て
の
み
た
が
る
て
い
。
後
に
、
内
一
人
い
ま
だ
お
ち
ず
、
外
二
人
を
い
ま
し
め
せ
い
す
る
て
い
。
其
後
、
三
人
と
も
前
後
も
知
ら
ず
呑
た
が
る
。
Ⅳ其内
一
人
（
ア
ド
）
〽
ア
ヽ
呑
た
い
と
い
ふ
。
（
讃
岐
坊
）
〽
夫
レ
、
物
を
い
ふ
た
。
一
度
に
わ
ら
い
出
し
、
笑
の
内
よ
り
四
人
〽
い
ち
ど
う
に
ど
つ
と
手
を
打
わ
ら
つ
て
、
お
ん
酒
の
昔
と
成
に
け
り
。
三
笑
の
謡
の
き
り
ア
ド
三
人
の
名
、
本
文
に
見
へ
ず
。
詞
の
内
ニ
一
人
〳
〵
の
名
を
申
か
。
四
人
出
る
故
に
四
国
の
名
付
申
か
。
シ
テ
讃
岐
坊
、
ア
ド
三
人
伊
与
坊
、
土
佐
坊
、
阿
波
坊
。
シ
テ　
白
ね
り
袷
。
衣
。
け
さ
。
角
頭
巾
、
中
啓
。
じ
ゆ
ず
。
ア
ド　
出
立
同
断
。
シ
テ
よ
り
は
少
し
づ
ゝ
替
り
て
よ
し
。
　
私
に
分
け
た
Ⅰ
は
、
讃
岐
坊
の
登
場
の
場
面
。
Ⅱ
は
、
讃
岐
坊
が
三
人
の
僧
に
無
言
行
の
中
止
を
提
言
し
、
忌
避
批
難
さ
れ
る
場
面
。
Ⅲ
は
、
讃
岐
坊
が
無
言
行
中
の
三
人
に
酒
を
勧
め
、
酒
宴
に
及
ぶ
場
面
。
Ⅳ
は
、
僧
の
一
人
が
「
ア
ヽ
呑
た
い
」
と
発
声
し
て
③④
狂言「無言行」考──悟りと笑い
九
し
ま
い
、
四
人
が
揃
っ
て
手
を
打
っ
て
笑
う
場
面
で
あ
る
。
　
最
後
の
場
面
Ⅳ
に
お
い
て
、
四
人
は
「
一
度
に
」、
つ
ま
り
機
を
一
に
し
て
笑
い
、「
い
ち
ど
う
に
ど
つ
と
手
を
打
わ
ら
つ
て
、
お
ん
酒
の
昔
と
成
に
け
り
」
と
同
吟
し
て
謡
う
。
こ
こ
に
「
三
笑
の
謡
の
き
り
」
と
注
記
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
謡
は
能
「
三
笑
」
（
別
名
「
陶
淵
明
」）
の
末
尾
の
一
文
さ
す
盃
の
め
ぐ
る
夜
も
〳
　〵
あ
れ
ば
く
る
ゝ
も
し
ら
ぎ
く
の　
花
を
肴
に
た
ち
ま
ふ
袂　
酒
狂
の
舞
と
や
人
の
み
む　
（
中
略
）
か
な
た
こ
な
た
え（へ）　
足
も
と
は
で
い
〳
〵
で
い
〳
〵
と　
苔
む
す
橋
を
よ
ろ
め
き
給
へ
ば　
ゑ
ん
り
く
左
右
に　
か
い
し
や
く
し
給
ひ
て　
苔
井
を
は
る
か
に
出
給
へ
ば　
渕
明
禅
師
に　
扨
き
ん
そ
く
は
や
ふム
ら
せ
給
ふ
か
と　
一
度
に
ど
つ
と
手
を
う
ち
わ
ら
つ
て　
三
笑
の
昔
と
な
り
に
け
り
の
「
三
笑
の
昔
」
を
「
飲おん
酒じゆ
の
昔
」
に
変
え
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
狂
言
「
無
言
行
」
に
い
う
「
飲
酒
の
昔
」
と
は
、
宗
の
陳
舜
愈
述
の
『
廬
山
記
』
を
嚆
矢
と
し
て
、
後
世
画
題
、
禅
林
に
お
け
る
詩
題
の
材
と
も
な
っ
て
広
く
知
ら
れ
た
「
虎
渓
三
笑
」
故
事
の
昔
を
指
す
。
　
日
本
に
お
け
る
虎
渓
三
笑
の
故
事
の
享
受
の
諸
相
に
つ
い
て
は
、
朝
倉
尚
氏
の
「『
虎
渓
三
笑
』
考
」
に
詳
し
い
が
、
そ
の
一
つ
『
中
華
若
木
詩
抄
』
所
引
の
建
仁
寺
大
昌
院
主
天
隠
龍
澤
（
一
五
〇
〇
年
没
）
の
七
言
絶
句
「
三
笑
図
」
の
注
文
を
引
く
。
　
　
　
　
三
笑
図　
　
　
　
　
　
天
隠
⑤
⑥
⑦
一
〇
　
　
白
藕
池
辺
旧
主
盟　
　
執
交
修
静
与
淵
明
　
　
天
風
吹
送
三
人
笑　
　
散
作
廬
山
瀑
布
声
廬
山
ノ
三
笑
ト
云
コ
ト
ハ
、
山
谷
十
七
、
戯
レ
效
禅
月
作
二
遠
公
詠
詩
一
ノ
序
ニ
見
ヘ
タ
リ
。
遠
法
師
、
蘆
山
ノ
フ
モ
ト
ニ
、
戒
律
ヲ
持
シ
テ
、
ヲ
コ
ナ
イ
キ
リ
テ
居
ラ
レ
タ
ゾ
。
ソ
コ
ニ
テ
白
蓮
社
ト
云
事
ヲ
結
デ
、
浄
土
ヲ
修
ス
ル
也
。
戒
律
ヲ
持
ス
ル
ホ
ド
ニ
、
湯
デ
モ
ア
レ
、
水
デ
モ
ア
レ
、
ナ
ム
ル
コ
ト
モ
ナ
イ
也
。
コ
レ
ハ
不
非
時
食
戒
ヲ
保
ツ
也
。
然
ド
モ
、
陶
淵
明
ト
云
酒
ノ
ミ
ガ
行
タ
レ
バ
、
酒
ハ
ノ
マ
セ
タ
シ
、
銭
ハ
ア
ラ
バ
ヤ
、
詩
ヲ
作
テ
酒
ニ
カ
ヘ
テ
、
淵
明
ニ
酒
ヲ
メ
タ
ト
ノ
マ
セ
タ
也
。
総
ジ
テ
コ
ノ
蓮
社
ノ
法
ニ
、
客
ヲ
送
ル
ニ
、
貴
賤
ヲ
エ
ラ
バ
ズ
、
虎
渓
ヲ
ス
ギ
ザ
ル
也
。
シ
カ
ル
ニ
、
コ
ノ
陸
修
静
ヲ
送
テ
、
不
レ
覚
ヘ
虎
渓
ヲ
過
ル
ナ
リ
。
ソ
コ
デ
呵
々
大
笑
シ
テ
別
レ
タ
也
。
ソ
コ
ヲ
三
笑
ト
云
ゾ
。
陶
ト
陸
ト
遠
ト
三
人
也
。（
中
略
）
白
蓮
社
ノ
主
人
ハ
遠
公
也
。
陸
ト
陶
ト
知
音
也
。
三
四
ノ
句
三
人
無
限
知
音
ナ
ル
ホ
ド
ニ
、
蓮
社
ハ
禁
酒
ノ
処
ナ
レ
ド
モ
、
ナ
ニ
カ
モ
イ
ラ
ズ
、
酒
ヲ
ノ
マ
セ
テ
、
メ
タ
ト
酔
テ
、
平
生
虎
渓
ノ
橋
ヲ
過
マ
イ
ト
云
タ
モ
、
打
ス
ギ
タ
也
。
ソ
コ
デ
三
人
同
時
ニ
、
手
ヲ
拍
テ
大
ニ
笑
也
。
其
三
人
ノ
笑
声
ヲ
天
風
ガ
吹
テ
、
ド
コ
ヘ
ヤ
ラ
取
テ
イ
ヌ
ル
ゾ
。
其
笑
声
イ
ヅ
ク
ニ
カ
行
ツ
ラ
ン
ト
思
ヘ
バ
、
廬
山
ノ
瀑
布
ノ
声
ト
ナ
ル
ゾ
。
奇
怪
ニ
ツ
ク
ラ
レ
タ
也
。
近
来
ノ
妙
作
也
。
 
（
如
月
壽
印
『
中
華
若
木
詩
抄
』
巻
上
）
廬
山
の
麓
に
白
蓮
社
を
結
び
、
戒
律
を
守
っ
て
三
十
余
年
浄
土
経
を
修
学
し
た
慧
遠
は
、
客
を
送
る
時
も
虎
渓
を
境
界
と
し
て
俗
界
へ
出
る
こ
と
が
一
度
も
な
か
っ
た
が
、「
酒
ノ
ミ
」
の
陶
淵
明
と
陸
修
静
の
二
人
を
招
き
、
酔
い
過
ご
し
、
二
人
を
見
送
る
際
に
、 ⑧
狂言「無言行」考──悟りと笑い
一
慧
遠
は
不
覚
に
も
虎
渓
を
過
ぎ
、
三
人
は
同
時
に
手
を
打
っ
て
大
声
で
笑
っ
た
。
　
こ
の
故
事
に
基
く
能
「
三
笑
」
は
、「
本
説
を
そ
の
ま
ま
能
に
し
た
作
品
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
作
者
は
、『
能
本
作
者
注
文
』
の
注
記
「
慈
雲
院
作
」
に
従
っ
て
、
武
家
歌
人
で
も
あ
り
画
人
で
も
あ
り
、
能
面
作
者
と
し
て
も
名
を
残
す
管
領
代
の
細
川
成
之
（
一
四
三
四
～
一
五
一
一
）の
作
と
す
る
こ
と
に
反
証
は
な
い
。
シ
テ
慧
遠
禅
師
が
琴
詩
酒
の
友
で
あ
っ
た
陶
淵
明
と
陸
修
静
を
白
蓮
社
に
招
き
、
三
人
は
瀑
布
を
前
に
酒
宴
を
な
す
が
、
本
説
に
加
え
ら
れ
た
能
の
趣
向
は
、
慧
遠
が
「
酒
興
」
に
舞
う
舞
が
「
酒
狂
」
即
ち
酔
狂
の
舞
と
取
り
な
さ
れ
る
点
に
あ
ろ
う
。
よ
ろ
め
く
足
取
り
の
慧
遠
は
、
こ
れ
を
左
右
で
支
え
る
陶
淵
明
、
陸
修
静
の
二
人
と
共
に
虎
渓
の
橋
を
渡
り
、
三
人
が
一
度
に
手
を
打
ち
笑
っ
て
終
曲
と
な
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
慧
遠
、
陶
淵
明
、
陸
修
静
三
人
の
風
流
、
風
雅
、
風
狂
の
交
わ
り
を
説
い
た
虎
渓
三
笑
故
事
は
、
こ
と
に
禅
林
の
詩
文
に
お
い
て
は
禅
機
会
得
の
契
機
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
先
に
引
い
た
『
中
華
若
木
詩
抄
』
の
表
現
を
拾
え
ば
、「
禁
酒
ノ
処
」
で
あ
っ
た
白
蓮
舎
に
「
陶
淵
明
ト
云
酒
ノ
ミ
」
を
招
き
、「
メ
タ
ト
酔
テ
」、「
覚
エ
ズ
虎
渓
ヲ
過
」
ぎ
、
慧
遠
は
虎
渓
を
越
え
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
「
蓮
舎
ノ
法
」
を
破
戒
す
る
。
こ
の
時
三
人
が
「
同
時
に
手
を
拍
テ
、
大
ニ
笑
」
っ
た
声
は
、
天
風
に
よ
っ
て
響
き
渡
り
、
廬
山
の
瀑
布
の
音
と
一
体
化
す
る
が
、
禁
足
の
戒
を
破
っ
た
慧
遠
を
真
の
大
乗
の
師
と
す
る
解
釈
が
あ
る
よ
う
に
、
　
　
三
笑
図　
　
　
　
　
　
大
有
有
諸
作
詩
換
酒
迎
陶
陸　
　
酔
過
虎
渓
三
笑
時
得
意
忘
形
非
破
壊　
　
遠
公
真
箇
大
乗
師 
（『
翰
林
五
鳳
集
』
巻
第
五
十
九
）
⑨
⑩
⑪
一
二
こ
の
「
呵
々
大
笑
」
は
、
禁
足
の
戒
を
墨
守
す
る
こ
と
に
拘
っ
て
い
た
慧
遠
の
囚
わ
れ
が
、
思
わ
ず
虎
渓
の
境
を
越
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
外
れ
た
、
大
悟
の
契
機
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
戒
に
従
う
事
と
戒
を
破
る
事
と
の
間
に
境
界
は
無
い
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
持
戒
と
破
戒
の
無
差
別
を
慧
遠
、
陶
淵
明
、
陸
修
静
三
人
が
機
を
一
に
し
て
感
得
し
た
の
が
、
虎
渓
三
笑
の
昔
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
に
対
し
て
狂
言
「
無
言
行
」
は
、
無
言
行
を
行
っ
て
い
た
三
人
の
僧
の
一
人
が
、
酒
を
欲
す
る
あ
ま
り
に
思
わ
ず
「
ア
ヽ
呑
た
い
」
と
無
言
の
行
を
破
り
、
一
同
が
一
度
に
手
を
打
っ
て
笑
う
。
こ
こ
で
四
人
の
僧
が
謡
う
「
飲
酒
の
昔
」、
す
な
わ
ち
「
虎
渓
三
笑
の
昔
」
と
は
、
右
に
見
た
よ
う
に
「
往
生
極
楽
ノ
行
業
ノ
外
、
他
行
ナ
ク
」
修
行
し
て
い
た
高
潔
の
僧
の
禁
足
の
一
歩
が
契
機
と
な
っ
て
会
得
さ
れ
た
、
無
差
別
の
悟
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
「
三
笑
の
昔
」
と
、
狂
言
「
無
言
行
」
に
お
け
る
四
人
の
山
寺
の
僧
の
「
飲
酒
」
の
「
今
」
に
共
通
す
る
の
は
、
不
覚
に
も
戒
を
破
り
手
を
打
っ
て
大
笑
す
る
と
い
う
一
点
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
例
示
の
お
か
し
さ
は
、
両
者
の
志
の
雲
泥
の
差
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
狂
言
「
無
言
行
」
は
、「
虎
渓
三
笑
」
の
故
事
、
よ
り
直
接
的
に
は
能
「
三
笑
」
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
し
て
ま
ず
は
作
ら
れ
て
い
る
。
二
　
と
こ
ろ
で
、「
虎
渓
三
笑
」
の
故
事
を
典
拠
と
す
る
能
「
三
笑
」
に
お
い
て
一
度
機
に
笑
う
の
は
、
慧
遠
、
陶
淵
明
、
陸
修
静
の
三
人
で
あ
る
の
に
、
狂
言
「
無
言
行
」
で
は
何
故
四
人
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
狂
言
「
無
言
行
」
を
解
く
に
は
、
今
一
つ
の
重
要
な
典
拠
の
存
在
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
住
の
『
沙
石
集
』「
無
言
上
人
の
事
」
冒
頭
に
記
さ
れ
る
、
七
日
間
の
無
言
行
を
思
い
立
つ
が
、
迂
闊
に
も
初
日
の
晩
に
言
語
を
発
し
て
し
ま
う
四
人
の
僧
の
話
で
あ
る
。
⑫
⑬
狂言「無言行」考──悟りと笑い
一
三
　
或
山
寺
ニ
四
人
の
上
人
ア
リ
テ
、
真
如
ノ
離
言
ヲ
観
ジ
、
浄
名
ノ
杜
口
ヲ
学
ン
ト
ヤ
思
ケ
ン
。
契
ヲ
結
テ
道
場
ヲ
荘
厳
シ
、
万
縁
ヲ
ヤ
メ
、
三
業
ヲ
静
テ
、
道
場
ニ
入
、
四
人
座
ヲ
並
ベ
、
七
日
ノ
無
言
ヲ
始
ム
。
承
仕
一
人
ゾ
出
入
シ
ケ
ル
。
爰
ニ
更
タ
ケ
夜
深
テ
、
燈
ノ
消
ト
ス
ル
ヲ
見
テ
、
下
座
ノ
僧
、「
承
仕
、
火
カ
キ
ア
ゲ
ヨ
」
ト
云
。
並
ノ
座
ノ
僧
、「
無
言
道
場
ニ
、
物
申
様
候
ハ
ズ
」
ト
云
。
第
三
座
ノ
僧
、
二
人
共
ニ
物
云
フ
コ
ト
、
余
ニ
心
地
ア
シ
ク
オ
ボ
エ
テ
、「
物
ニ
ク
ル
ハ
シ
タ
マ
ウ
ナ
」
ト
云
。
上
人
座
ノ
老
僧
、
ヤ
ウ
ハ
カ
ハ
レ
ド
、
面
々
ニ
物
云
事
、
浅
敷
モ
ド
カ
シ
ク
オ
ボ
エ
テ
、「
法
師
バ
カ
リ
ゾ
、
物
ハ
申
サ
ヌ
」
ト
云
テ
、
ウ
チ
ウ
ナ
ヅ
キ
ケ
ル
。
カ
シ
コ
ゲ
ニ
テ
、
殊
ニ
鳴
呼
ガ
マ
シ
ク
オ
ボ
ユ
レ
。
 
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
沙
石
集
』
巻
四
─
一
「
無
言
上
人
の
事
」）
　
或
る
山
寺
の
四
人
の
僧
は
、
維
摩
詰
に
倣
っ
て
言
語
を
絶
し
た
真
如
の
境
地
を
観
想
す
べ
く
、
世
話
役
の
承
仕
の
み
を
道
場
に
出
入
り
さ
せ
て
「
無
言
」
の
行
を
始
め
る
。
し
か
し
、
夜
も
深
更
に
及
ぶ
頃
、
燈
火
が
消
え
よ
う
と
す
る
の
に
気
付
い
た
下
座
の
僧
は
、
燈
火
の
世
話
を
命
じ
よ
う
と
迂
闊
に
も
「
承
仕
、
火
カ
キ
ア
ゲ
ヨ
」
と
、
承
仕
に
呼
び
掛
け
て
し
ま
う
。
次
席
の
僧
は
、
下
座
の
僧
の
声
を
聞
い
て
思
わ
ず
声
を
上
げ
「
無
言
道
場
ニ
、
物
申
様
候
ハ
ズ
」
と
、
こ
れ
を
咎
め
る
。
二
人
の
僧
が
声
を
上
げ
た
の
を
聞
い
た
第
三
の
座
の
僧
は
、「
物
ニ
ク
ル
ハ
シ
タ
マ
ウ
ナ
」
と
二
人
を
叱
る
。
最
も
上
座
に
い
た
老
僧
は
、
三
人
各
様
の
痴
態
を
嘆
き
見
下
し
「
法
師
バ
カ
リ
ゾ
、
物
ハ
申
サ
ヌ
」
と
「
云
テ
」、
四
人
の
僧
の
無
言
行
は
失
敗
に
終
わ
る
。
　
前
章
で
は
、
狂
言
「
無
言
行
」
最
後
の
場
面
に
お
い
て
、
無
言
行
中
の
一
人
の
僧
が
不
覚
に
も
「
ア
ヽ
呑
た
い
」
と
発
声
し
、
皆
で
手
を
打
っ
て
笑
う
点
を
以
て
、
こ
の
狂
言
が
虎
渓
三
笑
故
事
、
直
接
に
は
能
「
三
笑
」
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
一
四
そ
も
そ
も
四
人
の
僧
の
無
言
行
が
頓
挫
す
る
こ
の
狂
言
の
大
枠
は
、
右
「
無
言
上
人
」
の
話
に
拠
る
。
狂
言
「
無
言
行
」
に
登
場
す
る
「
日
頃
四
人
心
を
合
せ
て
後
の
世
も
ひ
と
つ
蓮ハチスと
申
か
わ
し
た
」
四
人
の
出
家
の
先モデ
ル蹤
は
、『
沙
石
集
』
無
言
上
人
の
話
に
お
い
て
「
真
如
の
離
言
ヲ
観
ジ
、
浄
名
ノ
杜
口
ヲ
学
ン
ト
ヤ
思
ケ
ン
。
契
ヲ
結
テ
道
場
ヲ
荘
厳
シ
、
万
縁
ヲ
ヤ
メ
、
三
業
ヲ
静
テ
、
道
場
ニ
入
、
四
人
座
ヲ
並
ベ
、
七
日
ノ
無
言
ヲ
始
ム
」
四
人
の
上
人
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
「
無
言
上
人
の
事
」
を
、「
無
言
の
行
を
し
て
い
る
僧
が
結
局
全
員
し
ゃ
べ
っ
て
し
ま
う
話
」
の
典
拠
と
し
て
指
摘
し
た
稲
田
秀
雄
氏
は
、
狂
言
「
無
言
行
」
の
「
見
所
」
を
「
三
人
の
僧
が
酒
を
飲
み
た
が
る
と
こ
ろ
」
ら
し
い
と
し
た
上
で
、「
演
出
面
で
は
今
一
つ
未
整
理
な
印
象
を
受
け
る
」
と
す
る
。
こ
の
狂
言
の
「
三
人
の
僧
が
酒
を
飲
み
た
が
る
と
こ
ろ
」
は
、
一
人
の
僧
が
最
初
の
一
声
を
発
す
る
ま
で
は
無
言
で
進
行
す
る
た
め
、
当
然
な
が
ら
セ
リ
フ
の
記
述
が
な
い
。
こ
の
間
の
事
は
常
磐
松
文
庫
本
の
所
作
を
示
す
記
述
に
拠
る
他
な
い
が
、
三
人
の
僧
の
前
に
座
っ
た
讃
岐
坊
が
小
歌
な
ど
を
謡
い
な
が
ら
飲
酒
を
始
め
た
後
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。
後
ろ
の
三
人
、
口
明
足
ず
り
な
ど
し
て
の
み
た
が
る
て
い
。
後
に
、
内
一
人
い
ま
だ
お
ち
ず
、
外
二
人
を
い
ま
し
め
せ
い
す
る
て
い
。
其
後
、
三
人
と
も
前
後
も
知
ら
ず
呑
た
が
る
。
其
内
一
人
、
ア
ヽ
呑
た
い
と
い
ふ
。
　
こ
こ
か
ら
、
こ
の
狂
言
を
理
解
す
る
重
要
な
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
無
言
行
を
始
め
た
三
人
は
、
讃
岐
坊
が
仕
掛
け
る
酒
の
誘
惑
に
次
第
に
抗
し
切
れ
な
く
な
り
、
無
言
の
ま
ま
口
を
大
き
く
開
き
足
摺
り
を
し
て
酒
を
欲
し
、
一
人
づ
つ
飲
酒
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。「
内
一
人
い
ま
だ
お
ち
ず
、
外
二
人
を
い
ま
し
め
せ
い
す
る
て
い
」
と
あ
る
の
は
、
最
後
に
一
人
残
っ
た
僧
⑭
狂言「無言行」考──悟りと笑い
一
五
が
、
先
に
飲
酒
に
手
を
染
め
た
二
人
の
僧
の
破
戒
を
咎
め
て
い
る
様
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
最
後
は
三
人
全
員
が
我
を
忘
れ
て
飲
酒
に
執
着
す
る
狂
態
を
呈
し
、
つ
い
に
は
こ
の
最
後
の
一
人
が
飲
酒
へ
の
執
着
か
ら
行
を
忘
れ
て
声
を
出
し
て
酒
を
求
め
て
し
ま
う
。
　
つ
ま
り
狂
言
「
無
言
行
」
は
、
無
言
行
を
始
め
た
四
人
の
僧
が
一
人
づ
つ
落
伍
し
て
い
く
『
沙
石
集
』「
無
言
上
人
の
事
」
の
形
か
ら
、
無
言
行
を
始
め
る
前
に
早
く
も
そ
の
内
の
一
人
（
讃
岐
坊
）
の
落
伍
が
始
ま
っ
て
い
る
形
に
変
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
三
人
の
無
言
行
の
僧
が
一
人
づ
つ
飲
酒
に
及
び
、
戒
を
保
持
す
る
僧
が
脱
落
者
の
破
戒
を
咎
め
る
こ
の
間
の
次
第
は
、「
無
言
上
人
の
事
」
の
破
戒
へ
の
道
筋
と
軌
跡
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
　
な
ら
ば
、
狂
言
「
無
言
行
」
に
お
い
て
、
三
人
の
僧
を
飲
酒
に
誘
っ
た
讃
岐
坊
が
批
難
を
受
け
る
次
の
問
答
讃
岐
坊
〽
し
ん
じ
つ
無
言
の
行
は
じ
ゆ
つ
な
い
で
は
な
い
か
。
其
苦
労
な
事
を
し
て
難
義
を
し
よ
ふ
よ
り
、
酒
で
も
の
ふ
で
浮
世
に
り
ん
ゑ
せ
ぬ
が
仏
じ
や
。
去
と
て
は
よ
し
に
さ
し
ま
せ
。
ア
ド
〽
夫
々
ふ
と
ゞ
き
な
、
酒
を
の
め
？
ア
ド
〽
中
に
も
五
戒
の
一
お
ん
じ
ゆ
戒
は
、
仏
も
深
く
い
ま
し
め
給
ふ
事
、
兎
角
何
と
思
召
ぞ
。
此
人
に
言
葉
を
か
わ
す
は
無
益
に
御
座
る
。
は
、『
沙
石
集
』「
無
言
上
人
の
事
」
に
お
け
る
、
無
言
行
中
に
落
伍
す
る
僧
を
声
を
出
し
て
批
難
す
る
愚
行
の
連
鎖
の
起
点
に
相
当
し
よ
う
。
一
六
　
こ
の
よ
う
に
、
狂
言
「
無
言
行
」
に
お
い
て
、「
五
戒
の
一
つ
飲
酒
戒
」
を
破
戒
す
る
「
ふ
と
ど
き
」
者
だ
と
三
人
か
ら
軽
蔑
さ
れ
る
讃
岐
坊
は
、『
沙
石
集
』
の
無
言
上
人
の
話
に
お
い
て
、「
承
仕
、
火
カ
キ
ア
ゲ
ヨ
」
と
発
話
し
て
「
並
ノ
座
ノ
僧
」
に
「
無
言
道
場
ニ
、
物
申
様
候
ハ
ズ
」
と
批
難
さ
れ
る
「
下
座
ノ
僧
」
に
該
当
す
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
無
言
行
の
間
に
湯
茶
の
給
仕
を
受
け
持
つ
讃
岐
坊
の
設
定
は
、『
沙
石
集
』
の
承
仕
の
役
を
兼
ね
て
い
る
。
次
い
で
、
讃
岐
坊
の
飲
酒
を
破
戒
と
難
じ
て
お
き
な
が
ら
、
飲
酒
の
誘
い
に
乗
っ
て
し
ま
う
狂
言
「
無
言
行
」
の
三
人
の
内
の
二
人
は
、『
沙
石
集
』
の
無
言
上
人
の
話
に
お
け
る
「
並
ノ
座
ノ
僧
」
と
、「
並
ノ
座
ノ
僧
」
の
発
話
を
聴
い
て
「
物
ニ
ク
ル
ハ
シ
タ
マ
ウ
ナ
」
と
叱
る
「
第
三
座
ノ
僧
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
次
々
に
飲
酒
を
始
め
た
僧
た
ち
を
尻
目
に
「
い
ま
だ
お
ち
ず
」
行
を
続
け
、
最
後
に
は
同
じ
く
酒
の
虜
と
な
る
「
内
一
人
」
の
僧
と
は
、『
沙
石
集
』
の
無
言
上
人
の
話
に
お
い
て
、「
有
言
」
し
た
三
人
の
僧
を
「
浅
敷
モ
ド
カ
シ
ク
オ
ボ
エ
テ
」、「
法
師
バ
カ
リ
ゾ
、
物
ハ
申
サ
ヌ
」
と
声
を
上
げ
た
「
上
人
座
ノ
老
僧
」
に
他
な
ら
な
い
。
狂
言
「
無
言
行
」
に
お
い
て
「
ア
ヽ
呑
た
い
」
と
発
話
し
た
の
が
、「
内
一
人
い
ま
だ
お
ち
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
た
最
後
の
僧
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
両
者
の
対
応
関
係
か
ら
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
無
言
行
中
に
次
々
と
有
言
に
及
ぶ
僧
の
中
で
、
無
住
が
最
も
「
鳴
呼
が
ま
し
」
と
批
判
し
て
い
る
の
は
、
他
者
の
愚
行
を
批
難
し
己
の
愚
行
に
無
自
覚
な
「
上
人
座
の
老
僧
」
の
鳴
呼
の
行
為
で
あ
っ
た
。
無
住
は
、
こ
の
「
無
言
道
場
」
の
話
に
続
い
て
、
他
を
偏
執
と
見
な
し
、
我
が
宗
の
み
を
勝
る
と
誇
る
僧
を
「
無
言
道
場
ニ
、『
物
申
様
候
は
ず
』
ト
如
レ
云
」
と
、
こ
の
上
人
座
の
僧
の
発
話
に
譬
え
る
。
そ
し
て
、
無
言
道
場
で
の
四
人
の
愚
行
を
引
用
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
、
（
中
略
）
圓
覚
経
ノ
中
ニ
、
観
心
ノ
用
意
分
明
ナ
ル
文
ア
リ
。
四
人
ノ
上
人
ガ
風
情
ヲ
以
テ
為
レ
譬
ト
、
心
ヲ
可
レ
得
。「
居
二
一
狂言「無言行」考──悟りと笑い
一
七
切
時
一
不
レ
起
二
妄
念
一
」
ト
云
ハ
、
無
言
道
場
ニ
ハ
、
言
語
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
、
用
意
ス
ル
ガ
如
シ
。
若
妄
念
ヲ
起
ス
ハ
「
火
カ
キ
ア
ゲ
ヨ
」
ト
云
如
シ
。（
中
略
）
只
本
分
ニ
不
レ
闇
、
妄
念
ニ
目
ヲ
カ
ケ
ザ
レ
バ
、
自
レ
本
心
明
々
タ
リ
。
猪
金
山
ヲ
ス
リ
薪
火
ヲ
如
レ
増
ガ
。
然
ニ
念
ヲ
起
シ
テ
、
滅
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
、
無
言
道
場
ニ
、「
物
申
様
ニ
候
ハ
ズ
」
ト
云
ガ
如
シ
。（
中
略
）
知
見
ヲ
起
シ
、
比
量
ニ
随
テ
、
分
別
計
度
シ
、
能
所
取
捨
ワ
ス
レ
ザ
ル
ハ
、「
ク
ル
ワ
シ
タ
マ
フ
ナ
」
ト
云
ガ
如
シ
。（
中
略
）
若
無
分
別
ノ
処
ヲ
執
シ
テ
、
真
実
ノ
相
ト
思
バ
、
是
妄
執
也
。
上
座
僧
ガ
、
只
無
言
ナ
ラ
バ
咎
ア
ル
マ
ジ
キ
ニ
、
吾
無
言
ナ
リ
ト
思
テ
、「
法
師
バ
カ
リ
ゾ
物
ハ
申
サ
ヌ
」
ト
云
ガ
如
シ
。
此
法
門
修
行
ノ
肝
要
、
覚
者
ノ
亀
鏡
也
。
尤
可
二
用
意
一
。
偏
執
の
愚
に
つ
い
て
述
べ
、「
偏
執
我
慢
ヲ
存
ス
ル
ハ
、
小
智
愚
鈍
ノ
イ
タ
ス
所
也
」
と
結
ん
で
い
る
。
　
狂
言
「
無
言
行
」
が
『
沙
石
集
』「
無
言
上
人
の
事
」
に
依
拠
し
て
い
る
の
は
、
行
を
行
う
全
員
の
失
敗
譚
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
構
図
の
愚
か
さ
、
そ
し
て
可
笑
し
さ
で
あ
る
。「
無
言
上
人
の
事
」
に
対
応
す
る
こ
の
狂
言
に
お
け
る
「
小
智
愚
鈍
」
の
主
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
余
り
仏
の
道
へ
思
ひ
入
た
ら
ば
、
某
の
酒
の
相
手
が
有
ま
い
。
何
と
ぞ
な
ぶ
り
落
し
た
い
も
の
じ
や
が
」
と
、
酒
で
誘
惑
し
て
三
人
の
僧
を
落
伍
さ
せ
る
、
外
道
の
代
弁
者
の
よ
う
な
讃
岐
坊
で
は
な
か
っ
た
。
無
住
が
最
も
「
カ
シ
コ
ゲ
ニ
テ
、
殊
ニ
鳴
呼
ガ
マ
シ
ク
オ
ボ
ユ
」
る
僧
と
し
て
批
判
す
る
「
小
智
愚
鈍
」
の
僧
は
、
讃
岐
坊
の
飲
酒
の
誘
い
に
侮
蔑
の
言
葉
を
浴
び
せ
た
僧
、
中
で
も
讃
岐
坊
の
誘
惑
の
罠
に
安
々
と
掛
か
っ
て
飲
酒
戒
を
破
戒
し
て
い
く
僧
た
ち
を
見
下
し
な
が
ら
、
つ
い
に
は
自
ら
も
同
じ
過
ち
を
犯
す
、
最
後
の
僧
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
三
　
狂
言
「
無
言
行
」
に
お
け
る
最
初
の
落
伍
者
、
讃
岐
坊
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。
〽
真
実
、
無
言
の
行
は
術
な
い
で
は
な
い
か
。
そ
の
苦
労
な
事
を
し
て
難
義
を
し
よ
ふ
よ
り
、
酒
で
も
飲
ふ
で
浮
世
に
輪
廻
せ
ぬ
が
仏
じ
や
。
酒
で
も
飲
ん
で
こ
の
世
に
未
練
を
残
さ
な
い
の
が
輪
廻
か
ら
脱
す
る
仏
の
道
。
こ
の
誘
い
を
、
無
言
行
を
行
う
三
人
は
「
仏
も
深
く
戒
め
給
ふ
」
飲
酒
戒
の
破
戒
だ
と
批
判
し
、
拒
絶
し
て
無
言
行
に
入
っ
た
の
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
飲
酒
を
「
十
重
」
の
禁
戒
と
し
て
強
調
す
る
律
宗
な
ど
の
例
を
除
け
ば
、
僧
坊
内
で
の
飲
酒
は
「
笹
」「
般
若
湯
」「
玄
水
」「
大
乗
の
茶
」「
三
寸
」「
忘
憂
」
等
の
隠
語
、
異
名
を
用
い
ず
と
も
常
態
化
し
て
お
り
、
寺
院
は
酒
作
り
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
　
厳
格
な
禁
酒
の
戒
を
掲
げ
て
い
た
廬
山
白
蓮
舎
に
招
か
れ
た
内
の
一
人
陶
淵
明
は
、
今
に
伝
わ
る
詩
作
百
二
十
四
首
の
内
、
四
割
に
近
い
四
十
五
首
に
酒
を
詠
み
込
み
、
そ
の
作
「
止
酒
」
詩
で
は
、
平
生
不
レ
止
レ
酒　
止
メ
ナ
バ
レ　
酒
ヲ
情
ニ
無
シレ
喜
ビ　
暮
ニ
止
ム
レ
バ
不
二
安
ラ
カ
ニ
寝
ネ
ラ
レ
一　
　
晨
ニ
止
ム
レ
バ
不
レ
能
ハレ
起
ツ　
日
日
欲
ス
ル
モ
レ　
止
メ
ン
ト
レ　
之
ヲ　
営
衛
止
マ
リ
テ
不
レ
理
マ
ラ　
徒
ダ
知
ル
止
ム
ル
コ
ト
ノ
不
ル
ヲ
レ
楽
シ
カ
ラ　
未
ダレ
知
ラ
止
ム
コ
ト
ノ
利
ア
ル
ヲ
レ　
己
ニ ⑮
⑯
狂言「無言行」考──悟りと笑い
一
九
 
（
岩
波
文
庫
『
陶
淵
明
全
集
』「
止
酒
」）
酒
を
止
め
る
こ
と
は
喜
び
を
失
い
、
楽
し
み
を
奪
い
、
健
康
を
損
な
う
こ
と
と
し
て
、
酒
が
生
き
る
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
高
ら
か
に
謳
っ
た
愛
飲
家
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
酒
に
執
し
た
陶
淵
明
を
無
住
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
　
昔
ノ
陶
淵
明
ハ
酒
ヲ
愛
シ
、
禅
門
ヲ
行
ジ
ケ
ル
。
慧
遠
禅
師
、
白
蓮
舎
ノ
行
者
ニ
カ
タ
ラ
ヒ
シ
ニ
「
我
酒
ヲ
愛
ス
レ
バ
、
不
レ
可
レ
入
」
ト
云
ケ
ル
ヲ
、
強
テ
カ
タ
ラ
ヒ
テ
、「
君
住
セ
バ
寺
ニ
酒
ヲ
作
ラ
ン
」
ト
云
ケ
ル
ト
云
ヘ
リ
。
　
楽
天
云
ク
、「
昔
陶
淵
明
ト
云
シ
人
、
愛
レ
酒
不
レ
愛
レ
名
。
憂
レ
醒
不
レ
憂
レ
貧
。
人
間
栄
ト
与
レ
利
棄
如
二
泥
團
一
。
昔
為
二
彭
澤
令
一
、
在
レ
官
纔
八
旬
。
愁
然
而
不
レ
楽
云
々
。」
サ
シ
モ
ノ
大
官
ニ
処
シ
テ
、
コ
レ
ヲ
愁
ヘ
、
打
ス
テ
ヽ
、
五
柳
ノ
下
ニ
帰
テ
、
五
人
ノ
子
ト
ト
モ
ニ
、
酒
ヲ
以
テ
真
ヲ
養
テ
、
座
禅
ヲ
ノ
ミ
シ
ケ
ル
。
　
カ
ヤ
ウ
ノ
人
ノ
タ
メ
ニ
ハ
、
ア
ヤ
マ
テ
道
ノ
助
也
。
何
ノ
過
カ
有
ン
。
本
如
来
蔵
也
。
ヨ
ク
用
バ
善
因
ナ
ル
ベ
シ
。
大
乗
ノ
法
門
ノ
意
也
。 
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
雑
談
集
』
巻
三
「
乗
戒
緩
急
事
」）
禁
酒
の
戒
を
掲
げ
る
白
蓮
舎
に
入
っ
て
酒
を
「
メ
タ
ト
飲
」
ん
だ
こ
と
も
、「
酒
ヲ
以
テ
真
ヲ
養
」
っ
た
陶
淵
明
に
と
っ
て
は
過
失
ど
こ
ろ
か
善
因
で
す
ら
あ
っ
た
。
　
陶
淵
明
は
生
前
に
戯
れ
に
詠
ん
だ
自
ら
の
死
を
悼
む
挽
歌
で
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。
二
〇
千
秋
萬
歳
ノ
後　
誰
知
ラ
ン
ヤ
二　
榮
與
辱
ヲ一　
但
ダ
恨
ム
在
世
ノ
時　
飮
ム
コ
ト
レ　
酒
ヲ
不
リ
シ
ヲ
レ　
得
レ
足
ル
ヲ 
　
（「
擬
挽
歌
詩
」
其
一
）
─
─
死
ん
で
千
年
万
年
も
経
て
ば
、
生
き
て
い
た
時
に
偉
か
っ
た
か
く
だ
ら
な
い
人
間
だ
っ
た
か
な
ど
は
、
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
心
残
り
の
こ
と
と
言
え
ば
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
酒
が
十
分
飲
め
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
讃
岐
坊
の
言
う
「
酒
で
も
飲
ふ
で
浮
世
に
輪
廻
せ
ぬ
が
仏
」
の
「
輪
廻
」
の
因
は
、
こ
の
心
残
り
、
淵
明
の
言
う
「
恨
」
で
あ
る
。
　
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
狂
言
「
無
言
行
」
に
お
け
る
「
小
智
愚
鈍
」
の
僧
は
、「
無
言
他
言
も
な
し
に
ひ
と
り
此
酒
を
呑
じ
や
ま
で
」
と
、
戒
に
囚
わ
れ
ぬ
「
境
地
」
を
標
榜
し
た
讃
岐
坊
で
は
な
く
、
持
戒
に
執
し
、
破
戒
を
蔑
視
す
る
僧
で
あ
る
。
無
住
の
「
カ
ヤ
ウ
ノ
人
ノ
タ
メ
ニ
ハ
、
ア
ヤ
マ
テ
道
ノ
助
也
。
何
ノ
過
カ
有
ン
。
本
如
来
蔵
也
。
ヨ
ク
用
バ
善
因
ナ
ル
ベ
シ
。」
と
い
う
理
屈
に
照
ら
せ
ば
、
果
た
し
て
こ
の
讃
岐
坊
の
発
言
こ
そ
が
「
大
乗
ノ
法
門
ノ
意
」
を
示
し
て
い
た
。
　
そ
も
そ
も
、『
沙
石
集
』「
無
言
上
人
の
事
」
に
お
い
て
、
四
人
の
僧
は
「
真
如
の
離
言
ヲ
観
ジ
、
浄
名
ノ
杜
口
ヲ
学
ン
ト
ヤ
思
ケ
ン
。
契
ヲ
結
テ
道
場
ヲ
荘
厳
シ
、
万
縁
ヲ
ヤ
メ
、
三
業
ヲ
静
テ
、
道
場
ニ
入
、
四
人
座
ヲ
並
ベ
、
七
日
ノ
無
言
ヲ
始
」
め
た
。
浄
名
は
維
摩
詰
、
杜
口
と
は
無
言
の
こ
と
。
文
殊
師
利
ほ
か
の
菩
薩
と
維
摩
詰
が
入
不
二
法
門
を
め
ぐ
っ
て
行
っ
た
法
問
答
（『
維
摩
経
』
入
不
二
法
門
品
第
九
）
に
お
い
て
、
差
別
を
超
え
た
絶
対
平
等
の
境
地
を
尋
ね
ら
れ
た
維
摩
詰
が
沈
黙
を
以
て
答
え
た
故
事
に
倣
っ
て
、
四
人
は
無
言
の
行
を
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
　
そ
し
て
、
狂
言
「
無
言
行
」
の
今
一
つ
の
典
拠
で
あ
る
虎
渓
三
笑
故
事
も
ま
た
、
慧
遠
が
「
メ
タ
と
」
酔
っ
て
虎
渓
を
越
え
、
手
を
打
ち
呵
々
大
笑
し
て
持
戒
と
破
戒
に
差
別
が
な
い
こ
と
を
大
悟
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 ⑰
狂言「無言行」考──悟りと笑い
二
一
　
畢
竟
、
狂
言
「
無
言
行
」
の
趣
向
は
、
差
別
を
超
え
た
境
地
を
示
す
こ
の
両
話
の
結
合
に
あ
る
。
狂
言
「
無
言
行
」
の
四
人
は
、
無
言
の
行
に
失
敗
し
手
を
打
っ
て
大
笑
い
す
る
。
こ
れ
は
実
の
と
こ
ろ
、
讃
岐
坊
の
思
惑
通
り
（
つ
ま
り
は
こ
れ
ま
で
通
り
）
四
人
で
飲
酒
で
き
る
喜
び
の
笑
い
、
め
で
た
さ
の
笑
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
能
「
三
笑
」
の
一
節
を
謡
う
こ
と
で
、
四
人
は
自
ら
を
「
三
笑
の
昔
」
に
準
え
、
持
戒
と
破
戒
の
二
つ
に
差
別
が
な
い
こ
と
を
大
悟
し
た
と
謳
歌
す
る
。
手
を
打
っ
て
呵
々
大
笑
し
た
「
虎
渓
三
笑
」
の
大
悟
の
笑
い
は
、
自
ら
の
狭
い
知
見
、
固
定
観
念
、
つ
ま
り
は
囚
わ
れ
に
よ
っ
て
見
え
て
い
な
か
っ
た
も
の
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
、
そ
の
囚
わ
れ
を
脱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
得
さ
れ
た
時
に
、
突
発
的
に
沸
き
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
想
定
外
の
事
象
へ
の
気
付
き
、
自
己
の
狭
窄
し
た
視
界
の
打
破
、
そ
れ
は
徐
々
に
で
は
な
く
、
あ
る
時
、
一
機
に
訪
れ
る
。
そ
れ
が
禅
機
と
し
て
の
笑
い
で
あ
る
。
狂
言
「
無
言
行
」
の
「
を
か
し
」
は
、
こ
の
禅
機
と
し
て
の
笑
い
に
、
飲
酒
の
日
常
を
取
り
戻
し
た
愉
悦
の
発
露
と
し
て
の
笑
い
を
重
ね
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
徹
底
し
た
俗
に
裏
打
ち
さ
れ
た
狂
言
「
無
言
行
」
の
大
悟
の
笑
い
は
、
蘆
山
の
瀑
布
の
声
さ
な
が
ら
大
音
響
と
な
っ
て
舞
台
に
響
き
渡
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
注①
実
践
女
子
大
学
常
磐
松
文
庫
蔵
「
鷺
流
狂
言
伝
書
」『
狂
言
記
』
二
七
冊
（
欠
冊
有
）
の
内
、
表
紙
に
「
第
三
拾
五
」
と
墨
書
さ
れ
る
五
番
綴
の
一
冊
に
所
収
。
江
戸
後
期
写
本
。
同
書
の
書
誌
概
要
は
、
竹
本
幹
夫
氏
の
「
常
盤
松
文
庫
蔵
『
鷺
流
狂
言
伝
書
』
百
六
十
四
点
」
（『
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
』
六
号
、
一
九
八
七
年
）
に
詳
し
い
。
②
「
無
言
行
」
は
、
同
じ
く
鷺
伝
右
衛
門
派
の
天
理
図
書
館
蔵
享
保
保
教
本
、
檜
書
店
蔵
の
宝
暦
名
女
川
本
一
一
一
曲
、
近
年
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
と
な
っ
た
旧
笹
野
堅
氏
蔵
宝
暦
名
女
川
本
五
五
曲
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
③
原
本
の
こ
の
部
分
は
ト
書
き
の
文
字
配
り
で
あ
る
が
、「
ア
ヽ
呑
た
い
」
の
セ
リ
フ
を
明
示
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
記
し
た
。
⑱
二
④
原
本
は
「
ア
ド
」
と
す
る
が
、「
シ
テ
」（
讃
岐
坊
）
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
⑤
京
都
大
学
文
学
部
図
書
館
蔵
下
掛
り
十
三
冊
本
「
陶
淵
明
」。
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
元
和
頃
写
下
掛
り
三
番
綴
本
「
三
笑
」、
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
延
宝
頃
写
了
随
本
転
写
本
「
三
笑
」
も
小
異
。
⑥
国
立
公
文
書
館
蔵
豊
後
佐
伯
藩
主
毛
利
高
標
旧
蔵
本
は
南
宋
初
年
刊
。
⑦
『
禅
林
の
文
学
』（
一
九
八
五
年
清
文
堂
刊
所
収
）
⑧
『
中
華
若
木
詩
抄
』（
勉
誠
社
文
庫
二
十
、
勉
誠
社
、
一
九
九
七
年
）
⑨
樹
下
文
隆
「
作
品
研
究
『
三
笑
』」（『
観
世
』
一
九
八
七
年
九
月
号
）
⑩
⑨
前
掲
論
文
⑪
大
日
本
仏
教
全
書
第
一
四
六
冊
所
収
『
翰
林
五
鳳
集
』（
仏
書
刊
行
会
、
一
九
一
五
年
）
⑫
『
碧
巌
録
』
第
六
十
八
則
「
仰
山
が
三
聖
に
名
を
問
う
」
で
は
、「
大
自
在
」
を
得
た
仰
山
慧
寂
が
三
聖
慧
然
を
前
に
「
呵
々
大
笑
」
す
る
。「
千
古
万
古
清
風
凜
々
地
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
の
笑
い
声
は
、
天
風
に
響
き
瀑
布
の
音
と
一
体
化
す
る
虎
渓
三
笑
の
笑
い
に
同
じ
く
、
大
悟
の
禅
機
を
示
す
笑
い
で
あ
る
。「
四
方
八
方
一
点
の
曇
り
も
な
い
の
で
、
は
た
ら
き
は
自
由
自
在
だ
。
こ
の
笑
い
は
厳
頭
の
笑
い
と
は
違
う
。
厳
頭
の
笑
い
は
毒
を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
の
笑
い
は
千
年
万
年
前
か
ら
清
ら
か
な
風
を
凜
々
と
吹
き
渡
ら
せ
て
い
る
」
（
末
木
文
美
士
編
『
現
代
語
訳
碧
巌
録 
中
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）。
⑬
漢
朝
廬
山
ニ
慧
遠
等
ノ
十
八
賢
、
白
蓮
舎
ト
云
居
処
ヲ
構
テ
、
誓
ヲ
タ
テ
、
契
ヲ
結
テ
、
世
間
ノ
事
イ
ト
ナ
ミ
イ
ハ
ズ
、「
影
不
出
山
、
送
客
不
過
虎
渓
」
ト
テ
谷
ノ
外
ヘ
不
出
シ
テ
、
一
向
往
生
極
楽
ノ
行
業
ノ
外
他
行
ナ
ク
テ
、
往
生
ノ
大
事
ト
ゲ
タ
リ
ト
コ
ソ
（『
沙
石
集
』
第
十
（
本
）
浄
土
坊
遁
世
事
）
⑭
稲
田
秀
雄
「
酒
好
坊
」・「
お
さ
い
」
―
―
勧
進
狂
言
の
番
組
か
ら
」（『
銕
仙
』
一
六
四
号
、
一
九
九
六
年
十
一
月
）
狂言「無言行」考──悟りと笑い
二
三
⑮
吉
田
元
「
僧
坊
酒
に
つ
い
て
」（『
密
教
学
』
二
五
号
、
一
九
八
八
年
）、
保
立
道
久
「
酒
と
徳
政
─
─
中
世
の
禁
欲
主
義
」（『
月
刊
百
科
』
三
百
号
、
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
）、
芳
澤
元
「
室
町
期
禅
林
に
お
け
る
飲
酒
と
そ
の
背
景
」（『
日
本
中
世
社
会
と
禅
林
文
芸
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
所
収
）、
同
「
僧
坊
酒
宴
と
室
町
文
化
」（『
芸
能
史
研
究
』
二
二
八
号
、
二
〇
二
〇
年
）、
同
「
僧
坊
酒
宴
追
考
」
（
ア
ジ
ア
遊
学
『
酔
い
の
文
化
史
─
─
儀
礼
か
ら
病
ま
で
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）、
石
井
公
成
「
酒
と
仏
教
─
─
酒
の
仏
は
「
酔
い
酔
い
酔
い
酔
い
、
酔
い
や
な
」（
前
掲
『
酔
い
の
文
化
史
─
─
儀
礼
か
ら
病
ま
で
』
所
収
）
等
。
⑯
下
定
雅
弘
『
陶
淵
明
と
白
楽
天
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
⑰
死
ん
で
千
年
万
年
も
経
て
ば
、
生
き
て
い
た
時
に
偉
か
っ
た
か
く
だ
ら
な
い
人
間
だ
っ
た
か
な
ど
は
、
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
心
残
り
の
こ
と
と
言
え
ば
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
酒
が
十
分
飲
め
な
か
っ
た
こ
と
だ
。（
下
定
雅
弘
『
精
選
漢
詩
集
─
─
生
き
る
喜
び
の
歌
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
⑱
狂
言
「
無
言
行
」
の
上
演
記
録
は
、「
酒
乞
坊
」
の
名
で
寛
文
か
ら
宝
永
の
間
に
鳥
取
池
田
藩
の
国
許
や
江
戸
藩
邸
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
（
能
楽
資
料
集
成
『
鷺
流
狂
言
伝
書
宝
暦
名
女
川
本　
萬
聞
書
』
永
井
猛
氏
「
鷺
・
大
蔵
・
京
流
名
替
」
解
説
）
他
、「
酒
好
坊
」
の
名
で
宝
永
三
年
に
大
坂
大
蓮
寺
前
で
の
鷺
仁
右
衛
門
名
義
の
勧
進
能
で
の
上
演
（
同
番
組
は
関
西
大
学
図
書
館
影
印
叢
書
『
勧
進
能
并
狂
言
尽
番
組
』
所
収
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
鷺
流
の
記
録
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
鷺
流
独
自
の
江
戸
期
の
作
と
も
断
定
し
難
い
。
他
流
は
古
く
に
こ
れ
を
失
っ
た
も
の
か
。
付
記　
実
践
女
子
大
学
常
磐
松
文
庫
本
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
佐
藤
悟
氏
の
ご
高
配
を
忝
く
し
た
。
記
し
て
謝
し
申
し
上
げ
る
。
